
①当日参加   80名 
(応募多数の場合、抽選) 

②アーカイブ配信 定員なし 
(配信予定日：2026年2月3日（火）～2月24日（火）) 

大学ゼミ×雑誌 

成果発表会 
2026 

TOKYO MAGAZINE BANK COLLEGE 

－雑誌を通じて社会を知ろう－ 

2026年1月31日（土） 14:00～16:00 

期間限定 

アーカイブ配信あり 

2026年1月14日（水） 

定員 

申込締切 

都立多摩図書館 2階 セミナールーム 

都立図書館HPからお申し込みください。 
https://www.library.metro.tokyo.lg.jp 

申込方法 

コーディネーター 

植村八潮氏 
専修大学文学部 

ジャーナリズム学科教授 

うえむら   やしお 

参加無料 

都立図書館HP 

基調講演 

松田紀子氏 
『レタスクラブ』  

『オレンジページ』元編集長 

 まつだ   のりこ 

2026年1月25日（日） 

託児サービス・手話通訳・要約筆記のお申込みは1月14日で

締め切りました。介助者等席や車椅子席のご希望のみ、 

引き続き申請いただけます。 

託児サービス・手話通訳・要約筆記あり 

ご希望の方はお申込み時に申請してください。 

※託児サービスは6カ月～未就学児が対象です。 

※手話通訳・要約筆記は聴覚障がい者の方が対象です。 

※介助者等席や車椅子席のご希望も事前に申請してください。 



問合せ先  東京都立多摩図書館 

   〒185-8520 東京都国分寺市泉町2-2-26 

   042-359-4020（代表） 

   都立図書館HP：https://www.library.metro.tokyo.lg.jp 

アクセス 

・ＪＲ中央線・武蔵野線  「西国分寺駅」南口 徒歩７分 

・京王バス 寺８５系統 「いずみプラザ前」下車 徒歩５分 

・ぶんバス 万葉けやきルート/北町ルート/日吉町ルート 

       「国分寺市役所」下車 徒歩3分 

雑誌って、ただの読み物だと思っていませんか？ 

このイベントでは、大学生たちが雑誌を通して社会を読み解き、独自の視点で制作・研究した成果を発表

します。雑誌に詳しくなくても、きっと新しい視点に出会えるはず。 

（制作発表） 専修大学文学部ジャーナリズム学科  植村八潮ゼミ   『re@lize』 

   東海大学文化社会学部広報メディア学科 メディアプロジェクト  『DOZINE』 

(研究発表) 雑誌や出版に関する研究を行う学生数名 

   過去の発表内容は、こちらのページの「イベント一覧」から確認できます。 

   https://www.library.metro.tokyo.lg.jp/search/research_guide/magazinebank/college/index.html 

学 生 発 表 

東京マガジンバンクカレッジとは・・・？ 

 東京都立多摩図書館は、「東京マガジンバンク」として、約19,000タイ

トルの雑誌を所蔵し、雑誌の特性を活かしたサービスを実施しています。 

 「東京マガジンバンクカレッジ」は、所蔵雑誌を活用し、学びと交流の拠

点を作り上げることを目指す取組です。雑誌の魅力を「知る・創る・伝え

る」というコンセプトのもと、多彩な活動を展開しています。 

カレッジの 

ページ 

 

 

1956（昭和 31）年生まれ 千葉県出身 

博士（コミュニケーション学） 専修大学文学部ジャーナリズム学科教授 

日本図書館協会常務理事 

専門は雑誌研究、電子書籍、読書バリアフリー等 

東京マガジンバンクカレッジ団体パートナーである「植村ゼミ」は、「出版メディアの現在と未来」をテーマとして活動

を行っている。  

コーディネーター 

うえむら  やしお 

植村八潮氏 

１９７３（昭和48）年生まれ 長崎県出身 

株式会社オーバーラップ はちみつコミックエッセイ編集長。 

生活情報誌『レタスクラブ』や『オレンジページ』等の編集長を歴任。 

著書に『悩んでも10秒』（集英社） がある。  

基 調 講 演 

 まつだ   のりこ 

松田紀子氏 

元生活情報誌編集長が語る、雑誌づくりの裏側と読者との関係性。年間100冊読破にチャレンジする自

身の読書習慣や図書館活用法も交えながら、雑誌文化の魅力と可能性をひもときます。 

「生活情報誌の“ファンベース”とは」 

※ファンベース：ファンを大切にし、ファンをベースにして、中長期的に売上や事業価値を高める考え方です。 


